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な訳があります。それはコラボレーションのハブであるということです。
　最近多いのが地方自治体とのコラボレーションです。これは今、モンベル
フレンドエリアとして提携していますが、新潟県の佐渡島や、山形の鳥海山、
鳥取県の大山、大山町、米子市など全国に、約 30 カ所あります。モンベル
クラブの会員に対して何らかのインセンティブ、サービスをする施設、例え
ば宿泊施設や山小屋などが点在し、地域ぐるみでウェルカムしてくれるエリ
アです。
　フレンドエリアとして提携関係を結んでくれる地域には共通の思いがあり
ます。それぞれのエリアには豊かな自然がありますので、自然を愛する人た
ちにぜひ来てほしいと思っています。大きな施設をつくり、それを観光の目
玉にする時代はある意味過ぎ、自分たちが本来持っていた地域の良さ、自然、
文化を生かして活性化したい地域からのオファーが多くなっています。
　そういう意味でもモンベルクラブは、このコラボレーションのハブとして
の機能が、非常に大きくなっています。

８.  書評

　「50 年も変わらない、売れるモノをつくる 10 の基本」この本のサブタイ
トルである。お母さんと二人暮らしの小学生ルッコラがある日突然空から舞
い降りてきたロボットの「ウサギくん」と一緒に発明品を多くの人に売ろう
と挑戦する。その経験を通じてモノをつくって売ることにはどんなことが大
事かを学んでいく絵本仕立てのストーリーである。その中でマーケティング
とは「商品をつくり、お客さんに喜んでもらい、お客さんとずっといい関係
を作るための仕組みづくりである」と書かれている。
　物語は以下の 10 章で構成されており、各章はまず、絵本によって物語が
描かれ読み手に興味関心を抱かせて、そこからマーケティング理論を学ぶと
いった展開になっている。

　　１章　　コンセプト
　　２章　　顧客満足
　　３章　　商品の話
　　４章　　価格の話
　　５章　　流通の話
　　６章　　広告の話
　　７章　　競争戦略の話
　　８章　　事業戦略の話
　　９章　　サービスの話
　　最終章　イノベーションの話
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　１章と２章では、すごいモノだからといって売れるわけではなく、顧客に
とって何の役に立つのかが明確でないと売れない。つまり顧客満足を実現す
るコンセプトの重要性を学ぶことができる。物語の中では空飛ぶ傘とハンド
くんといった高機能製品に欠けているコンセプトと顧客満足の重要性が描か
れている。３章から６章ではマーケティングの４Ｐを学ぶことが出来る。商
品には「基本価値」「便宜価値」「感覚価値」「観念価値」といった４つの価
値があること。価格は「品質÷価格」によって「お買い得感」をお客さんに
感じてもらえるかが大切であること。流通ではチャネル選択が重要であるこ
と。そして広告をはじめとしたセールスプロモーションについて学ぶ。７章、
８章では競合他社との戦い方について学び、最終章ではイノベーションにつ
いて学ぶ。
　絵本といった物語によって、親近感が湧く表現にはなっているものの、内
容はまさにビジネスにおけるマーケティングのお話であり、そこには非現実
的なファンタジーが描かれているわけではない。ルッコラ少年とウサギくん
が繰り広げるビジネスの物語である。
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　最近、江戸時代が見直されている。江戸時代の経済システム、教育システ
ムが近代日本の基礎になって明治以後の日本の飛躍的な発展につながったと
いうのだ。特に江戸時代の日本全国の米相場は大坂商人が決定していた。米
は大名や地域の生産力、経済力の指標だったが、米は不作もあれば豊作もあっ
て価格は不安定な商品だった。そこで、今でいう「先物取引」によって価格
を安定させようとしたのが、大坂商人だった。これは世界最初の先物市場で
あるだけでなく、取引の精度も相当に高度なものであった。金融工学の発達
の結果、現在、全世界で取引されているデリバティブの嚆矢は日本、しかも
大阪であったことは驚きに値する。

　江戸中期から幕府財政は赤字がつづき、武士の収入の基礎である米価を安
定させる必要がった。「米価」の下落を抑え武士の収入と生活を安定させる
必要があったのだ。そこで先物取引が登場し、米の生産量を調整する役割を
果たすようになる。米の買い先物が増えれば、需要が増えるから米の価格は
上がる。一方、売り先ものが増えれば供給が増えて米の価格は下がる。こう
やって先物売買を済ませていると、将来の米価が安定する。これは現在の企
業取引では当たり前だろうが、300 年前に価格調整システムを機能させてい
たとは驚きに値する。

　最近の研究では、加島屋や鴻池屋などの大商人が、幕府の勘定方から米価
安定のために幕府が手持ち資金で市場に介入する場合の影響を諮問されてい
たようだ。この時も商人たちは「マーケットに任せる」ことが価格安定につ
ながることを理路整然と幕府方に説明しているようであり、アダムスミスが
主張するよりも前に「神の見えざる手」は大阪で、そのみえざる手を動かし
ていたようだ。こういった事実にも驚きを隠しえない。
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